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＜事例＞ ウサギ類の系統関係－遺存固有状態のアマミノクロウサギ 

 
アマミノクロウサギ（Pentalagus furnessi）は、奄美大島及び徳之島にのみ生息する。ウサギ科

（Leporidae）に属し、系統的分化が早期に起きたと考えられ、近縁種（属）は存在せず、1 属 1 種であ

る。アマミノクロウサギはその起源とともに、ウサギ科の進化や大陸と琉球列島との関係の生物地理学、

希少種の保全を考える上で、極めて貴重な存在である。 
アマミノクロウサギを含むウサギ亜科は世界で 11 属が知られる（図 1）。Yamada et al.（2002）は、

ミトコンドリア DNA（12SrRNA）を用いたウサギ亜科の分子系統の解析を行った結果（図 2）、アマミ

ノクロウサギと他属との分岐年代を 1600 万年～1200 万年前と推定し、また、Matthee et al.（2004）は

核 DNA とミトコンドリア DNA の分子系統の分析に生物地理学的情報を加味した解析から、アマミノク

ロウサギ属と他属との分岐年代は約 944 万年前（±115 万年前）と推定されるとし（図 3）、両者とも、

中新世中期から後期にはユーラシア大陸の一部であった奄美大島と徳之島が、鮮新世には大陸から隔離

されていたとする古地理にも対応すると考察している。 
古生物学的に見ると、本種の祖先は化石種（属）Pliopentalagus と考えられ、化石は東欧で発見され

ていたが、近年、ユーラシア大陸の揚子江流域で発見され、また、沖縄島でも発見されている（Tomida and 
Jin, 2002）。さらに、沖縄島において前期更新世（約 170 万年前から約 130 万年前）の地層と更新世中

期（約 40 万年前）の地層からアマミノクロウサギ属（Pentalagus）の化石が発見された（小澤, 2009）。 

 
図 1 ウサギ亜科に含まれる 10 属の分布図。 

Ⅰ：アナウサギ属(Oryctolagus)，Ⅱ：アラゲウサギ属(Caprolagus)，Ⅲ：アマミノクロウサギ属(Pentalagus)，
Ⅳ：スマトラウサギ属(Nesolagus)，Ⅴ：ウガンダクサウサギ属(Poelagus)，Ⅵ：ブッシュマンウサギ属
(Bunolagus)，Ⅶ：アカウサギ属(Pronolagus)，Ⅷ：メキシコウサギ属(Romarolagus)，Ⅸ：ピグミーウサギ属
(Brachylagus)，Ⅹ：ワタオウサギ属(Sylvilagus)。なお、ノウサギ属(Lapus)は南米とオーストラリアを除き
ほぼ全世界的に分布するため図示していない。
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図 2 12SrRNA 配列から推定したウサギ類 9 属の分子系統樹。(a)近隣結合法による。(b)最節約法による。

Yamada et al. 2002.より作成。和名横のⅠ～Ⅹは、図 1 に対応。 
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図 3 DNA の分子系統の分析に生物地理学的情報を加味した解析（DIVA 解析）によるウサギ類の系統樹。 
Matthee et al. 2004.より作成。図中の A～E は祖先系統の分布、Ⅰ～Ⅹは図 1 に対応。 
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